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要旨

火星の内部構造を概観する.
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1 内部の密度分布

内部の密度はモデル計算によって見積もられている. その計算というのは次のよう
なものである. まず, いくつかの仮定をおく.

• 仮定その 1

crustの densityは 3g/cm3

• 仮定その 2

crustの厚さは 50km

マントルの組成についても表 1のような場合をいくつか仮定して計算する. マン
トルの組成を表 1にあるように推定する際, 火星の質量や慣性能率などを考慮し
た. 表 1にあるMa1,Ma2,Ma3,Ma6の場合についての計算結果が図１に示してあ
る. 図 1の縦軸は g/cm3で密度をあらわしたものであり, 横軸はKmで地表からの
深さをあらわしたものである. 地表付近で密度が 3g/cm3くらいから 3.5g/cm3く
らいまで急激に増加しているのはオリビン–スピネル転移が起きるためである. 約
1500Kmでの密度の不連続はマントルと coreの境界である. この計算では中心の
圧力は約 400Kbarとなる.

2 内部の温度分布

まだ論文読んでない. (適当な paperを見つけていない)
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図 1 火星内部の温度構造 (Basaltic volcanism, fig 4.5.19))
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表 1 火星内部のモデル (Basaltic volcanism, table 4.5.13)
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